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ブ
レ
イ
ク
の
『
ミ
ル
ト
ン
』
に
お
け
る
「
詩
人
の
歌
」
松
島
　
正
　
一
ω
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
（
一
七
五
七
～
一
八
二
七
）
の
後
期
予
言
書
の
一
つ
『
ミ
ル
ト
ン
』
は
全
二
巻
、
四
十
三
図
か
ら
成
る
叙
事
詩
で
あ
る
。
最
初
は
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン
（
一
六
〇
八
～
七
四
）
『
失
楽
園
』
に
倣
っ
て
全
十
二
巻
の
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
結
局
二
巻
で
終
わ
っ
て
い
る
。
パ
ト
ロ
ン
の
ヘ
イ
リ
の
も
と
で
の
フ
ェ
ル
パ
ム
時
代
（
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
八
〇
三
年
ま
で
）
に
構
想
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
の
で
、
当
時
の
ブ
レ
イ
ク
の
精
神
的
・
物
理
的
状
況
が
作
品
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
完
成
し
た
（
つ
ま
り
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
最
後
の
図
版
が
彫
版
さ
れ
た
）
の
は
、
一
八
一
〇
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
ブ
レ
イ
ク
の
全
作
品
の
な
か
で
も
後
期
予
言
書
と
呼
ば
れ
る
『
四
ゾ
ア
』
『
ミ
ル
ト
ン
』
『
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
』
は
そ
の
難
解
さ
で
知
ら
れ
て
い
る
。
『
ミ
ル
ト
ン
』
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
自
明
な
よ
う
に
主
人
公
は
ミ
ル
ト
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
ミ
ル
ト
ン
が
詩
人
ブ
レ
イ
ク
の
内
部
に
入
り
、
ブ
レ
イ
ク
と
一
体
化
し
、
さ
ら
に
神
話
的
人
物
ロ
ス
と
も
合
体
し
た
り
、
分
離
し
た
り
す
る
。
時
間
の
一　139　一
ブレイクのrミルトン』における「詩人の歌」（松島）
経
過
も
過
去
と
現
在
が
混
然
と
し
、
現
在
の
出
来
事
か
と
思
う
と
過
去
（
あ
る
い
は
未
来
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
り
（
逆
も
真
な
り
）
、
と
に
か
く
難
解
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
上
と
地
上
、
永
遠
界
と
現
実
界
も
混
じ
り
合
う
。
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
ド
　
ド
　
ま
ず
最
初
の
「
詩
人
の
歌
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
（
第
二
図
～
第
十
三
図
）
が
と
り
わ
け
難
解
で
読
者
の
テ
キ
ス
ト
へ
の
参
加
を
妨
げ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
い
や
、
は
っ
き
り
言
っ
て
ブ
レ
イ
ク
の
予
言
書
に
慣
れ
て
い
な
い
読
者
に
は
退
屈
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
困
っ
た
こ
と
に
こ
の
「
詩
人
の
歌
」
を
過
ぎ
な
い
と
主
人
公
ミ
ル
ト
ン
は
登
場
せ
ず
『
ミ
ル
ト
ン
』
の
世
界
は
大
き
く
動
き
出
さ
な
い
の
で
あ
る
。
「
詩
人
の
歌
」
の
難
解
さ
の
理
由
は
、
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
も
あ
る
。
『
ミ
ル
ト
ン
』
の
現
存
す
る
コ
ピ
：
は
四
っ
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
。
例
え
ば
、
我
々
が
現
在
、
標
準
的
テ
キ
ス
ト
と
す
る
ケ
イ
ン
ズ
編
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
版
は
図
版
が
四
十
三
だ
が
、
ロ
ン
グ
マ
ン
版
は
三
～
五
、
十
八
、
三
十
二
の
図
版
を
省
略
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
が
生
ま
れ
て
く
る
。
　
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン
の
存
在
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
共
和
派
に
よ
る
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
は
王
権
に
反
逆
し
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
を
処
刑
し
た
。
ミ
ル
ト
ン
も
一
時
期
、
共
和
派
の
陣
営
に
参
加
し
た
。
　
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
た
ち
の
生
き
た
時
代
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
時
代
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
自
由
の
花
咲
い
た
時
期
と
把
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
十
七
世
紀
の
詩
人
に
自
分
た
ち
の
詩
的
想
像
力
の
源
泉
を
求
め
た
。
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
「
ミ
ル
ト
ン
、
今
こ
そ
汝
は
生
き
て
い
る
ぺ
き
で
あ
る
」
（
．
、
ζ
崇
9
蒸
ぎ
β
ω
ぎ
巳
畠
げ
。
專
ぎ
α
q
笛
け
け
募
ぎ
負
回
、
、
）
は
彼
の
、
ミ
ル
ト
ン
に
対
す
る
思
い
入
れ
を
歌
っ
た
ソ
ネ
ッ
ト
（
一
八
〇
二
年
九
月
）
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ブ
レ
イ
ク
は
、
ミ
ル
ト
ン
の
詩
に
対
し
て
最
初
の
適
正
な
批
評
を
、
そ
れ
も
評
論
と
い
う
形
で
は
な
く
叙
事
詩
と
い
う
形
式
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
・
、
ル
ト
ン
一　140　一
ブレイクの『ミルトン』における「詩人の歌」（松島）
と
い
う
登
場
人
物
を
設
定
し
、
彼
を
作
品
の
な
か
で
動
か
す
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
『
ミ
ル
ト
ン
』
の
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
に
は
「
神
の
醗
劇
の
正
し
き
を
人
々
に
講
咀
す
る
（
平
井
正
穂
訳
）
」
（
．
甫
。
甘
巴
貯
9
。
≦
錯
ω
o
h
O
o
匹
8
竃
9
”
．
u
口
o
o
評
［
b
。
q
）
と
い
う
『
失
楽
園
』
か
ら
と
ら
れ
た
題
辞
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
プ
レ
イ
ク
が
「
証
明
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
、
ミ
ル
ト
ン
が
『
失
楽
園
』
や
『
復
楽
園
』
で
描
い
た
清
教
徒
的
な
神
で
は
な
い
。
ブ
レ
イ
ク
に
よ
れ
ぽ
、
神
は
「
永
遠
の
偉
大
な
神
的
な
人
」
な
の
で
あ
る
。
『
ミ
ル
千
ン
』
の
主
題
を
構
成
す
る
三
つ
の
要
素
は
ゾ
ア
た
ち
の
堕
落
、
ユ
リ
ゼ
ン
と
オ
ー
ク
の
闘
争
、
人
類
の
再
生
で
あ
る
。
　
　
　
　
フ
オ
じ
ル
つ
ま
り
、
堕
落
↓
革
命
↓
賭
罪
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
『
ミ
ル
ト
ン
』
で
ブ
レ
イ
ク
が
試
み
た
の
は
、
ミ
ル
ト
ン
が
陥
っ
て
し
ま
っ
た
錯
誤
を
彼
自
身
に
見
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
誤
ま
れ
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
修
正
し
、
さ
ら
に
新
た
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
再
創
造
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
作
品
以
前
に
ブ
レ
イ
ク
は
「
ミ
ル
ト
ン
が
サ
タ
ン
お
よ
び
地
獄
を
描
く
と
き
の
び
の
び
し
て
い
る
の
は
、
彼
が
真
の
詩
人
で
あ
り
、
そ
れ
と
知
ら
ず
に
サ
タ
ン
の
仲
間
入
り
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
『
天
国
と
地
獄
の
結
婚
』
）
と
述
べ
て
い
る
。
ブ
レ
イ
ク
は
、
・
・
ル
ト
ン
が
神
と
サ
タ
ン
の
把
え
方
に
関
し
て
誤
ま
り
を
犯
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
、
ミ
ル
ト
ン
を
迷
わ
せ
た
錯
誤
を
彼
自
身
に
見
さ
せ
る
た
め
に
は
、
自
分
の
内
部
に
ミ
ル
ト
ン
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。
ミ
ル
ト
ン
を
自
己
の
内
部
で
｝
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ミ
ル
ト
ン
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
限
界
と
、
創
造
の
目
的
に
対
し
て
の
ミ
ル
ト
ン
の
誤
れ
る
概
念
を
暴
露
で
ぎ
る
と
考
え
た
。
『
、
、
ル
ト
ン
』
は
詩
人
・
予
言
者
と
し
て
の
ブ
レ
イ
ク
の
教
育
の
過
程
を
描
く
自
伝
的
な
詩
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
ブ
レ
イ
ク
を
主
人
公
と
す
る
よ
う
な
伝
統
的
な
自
伝
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ブ
レ
イ
ク
は
自
己
の
先
駆
者
と
し
て
ミ
ル
ト
ン
を
指
名
し
、
彼
に
精
神
の
遍
歴
を
さ
せ
る
。
、
・
・
ル
ト
ン
の
存
在
と
彼
の
作
品
は
ブ
レ
イ
ク
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
教
え
、
詩
と
予
言
一141一
ブレイクのrミルトソ』における「詩人の歌」（松島）
の
役
割
を
ブ
レ
イ
ク
に
発
見
さ
せ
る
べ
く
導
く
。
そ
の
た
め
に
は
ミ
ル
ト
ン
と
ブ
レ
イ
ク
は
合
体
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
だ
。
『
ミ
ル
ト
ン
』
に
は
長
い
「
序
」
が
つ
い
て
い
る
。
ま
ず
、
前
半
部
。
す
ぺ
て
の
人
々
が
軽
蔑
す
べ
き
ホ
メ
ロ
ス
、
オ
ヴ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
キ
ケ
ロ
な
ど
の
剰
窃
さ
れ
、
曲
解
さ
れ
た
著
作
は
聖
書
の
崇
高
さ
に
反
対
せ
ん
と
策
略
を
用
い
て
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、
新
し
い
時
代
が
余
裕
を
も
っ
て
宣
言
す
れ
ば
、
す
べ
て
は
正
し
く
配
置
さ
れ
、
よ
り
古
代
の
意
識
に
公
然
と
霊
感
を
受
け
た
人
々
の
あ
の
偉
大
な
著
作
は
、
そ
の
正
当
な
位
置
を
占
め
、
記
憶
の
娘
た
ち
は
霊
感
の
娘
た
ち
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
シ
ェ
イ
ス
ク
ピ
ア
と
ミ
ル
ト
ン
は
と
も
に
愚
か
な
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
の
剣
の
奴
隷
た
ち
か
ら
の
一
般
的
な
疾
病
と
感
染
に
よ
っ
て
轡
鎖
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
　
ブ
レ
イ
ク
の
こ
こ
で
の
主
張
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
の
模
倣
に
よ
る
芸
術
よ
り
も
聖
書
の
崇
高
さ
に
与
す
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
記
憶
に
対
し
て
霊
感
の
優
位
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ブ
レ
イ
ク
は
ホ
メ
ロ
ス
に
関
し
て
、
「
私
は
汝
ら
皆
が
知
る
ホ
メ
ロ
ス
の
英
雄
で
は
な
い
。
私
は
敵
に
対
し
て
寛
大
で
あ
る
と
は
公
言
し
な
い
。
私
の
寛
大
は
味
方
に
対
す
る
も
の
で
、
私
は
彼
ら
の
友
情
に
埋
め
合
わ
せ
が
で
き
る
。
敵
に
対
し
て
寛
大
な
者
は
敵
の
目
的
を
助
長
し
、
味
方
の
敵
で
裏
切
り
者
と
な
る
」
（
『
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
）
と
い
う
戯
文
を
書
き
残
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
ブ
レ
イ
ク
に
は
『
ホ
メ
ロ
ス
の
詩
に
つ
い
て
』
『
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ゥ
ス
に
つ
い
て
』
（
一
八
二
〇
年
頃
彫
版
）
と
い
う
二
つ
の
散
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
ブ
レ
イ
ク
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
を
「
戦
争
の
促
進
者
」
、
か
つ
「
学
芸
の
曲
解
者
」
と
し
て
批
判
し
、
こ
れ
一142一
ブレイクの『ミルトン』における「詩人の歌」（松島）
に
対
し
て
ゴ
シ
ッ
ク
を
高
く
評
価
す
る
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
戦
争
で
荒
涼
と
さ
せ
る
の
は
ゴ
ー
ド
族
で
も
修
道
士
で
も
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
で
あ
る
」
（
『
ホ
メ
ロ
ス
の
詩
に
つ
い
て
』
）
。
「
ギ
リ
シ
ャ
的
は
数
学
的
形
態
、
ゴ
シ
ッ
ク
は
生
け
る
形
態
。
数
学
的
形
態
は
理
性
の
記
憶
に
お
い
て
永
遠
で
あ
る
。
生
け
る
形
態
は
永
遠
の
存
在
で
あ
る
」
（
『
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ゥ
ス
に
つ
い
て
』
）
。
ブ
レ
イ
ク
は
ギ
リ
シ
ャ
的
思
考
は
記
憶
を
重
視
す
る
行
き
方
で
あ
り
、
こ
れ
は
霊
感
、
つ
ま
り
想
像
力
と
は
対
立
す
る
も
の
と
考
え
る
。
「
想
像
力
は
記
憶
と
何
ら
関
係
が
な
い
」
（
『
「
ワ
ー
ズ
ワ
ス
詩
集
」
へ
の
傍
注
』
）
の
で
あ
る
。
「
序
」
の
後
半
部
分
は
ブ
レ
イ
ク
の
同
時
代
に
対
す
る
現
状
分
析
と
、
抑
圧
機
構
に
対
す
る
戦
い
を
訴
え
て
い
る
。
　
目
を
覚
ま
せ
、
お
お
、
新
し
い
時
代
の
若
者
ら
よ
！
　
無
知
な
傭
兵
た
ち
に
対
し
て
、
き
み
ら
の
額
を
突
き
合
わ
せ
よ
！
な
ぜ
な
ら
我
々
は
兵
舎
に
、
法
廷
に
、
ま
た
大
学
に
傭
兵
た
ち
を
か
か
え
て
い
る
か
ら
。
彼
ら
は
、
で
き
る
も
の
な
ら
、
永
久
に
精
神
の
戦
い
を
抑
圧
し
、
肉
体
の
戦
い
を
長
び
か
そ
う
と
す
る
者
で
あ
る
。
画
家
た
ち
よ
、
き
み
た
ち
に
訴
え
よ
う
。
彫
刻
家
た
ち
よ
、
建
築
家
た
ち
よ
！
　
軽
蔑
に
価
す
る
作
品
に
代
価
を
払
う
ふ
り
を
し
、
そ
の
よ
う
な
作
品
を
自
分
た
ち
が
作
る
と
高
価
な
白
日
伝
を
し
て
自
慢
し
、
き
み
た
ち
の
力
を
抑
圧
す
る
当
世
風
の
愚
者
た
ち
に
辛
抱
す
る
な
。
破
壊
に
全
き
歓
び
を
感
じ
る
人
間
の
階
級
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
使
徒
を
信
ぜ
よ
。
我
々
が
我
々
自
身
の
想
像
力
、
我
々
が
主
イ
エ
ス
の
な
か
に
永
久
に
生
き
る
そ
の
永
遠
の
世
界
に
対
し
て
、
正
し
く
か
つ
誠
実
で
あ
れ
ば
・
ギ
リ
シ
・
や
。
↓
㊧
模
型
な
ど
は
必
要
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
後
に
四
連
か
ら
な
る
詩
行
が
続
く
。
最
初
の
二
連
は
四
つ
の
疑
問
文
か
ら
成
る
。
一143一
ブレイクのrミルトン』における「詩人の歌」（松島）
こ
れ
ら
の
足
は
太
古
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
緑
の
山
々
を
歩
い
た
か
。
聖
な
る
神
の
仔
羊
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
楽
し
き
牧
場
に
見
ら
れ
た
か
。
」
神
の
顔
が
雲
に
お
お
わ
れ
た
丘
の
上
で
輝
い
た
か
。
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
は
こ
こ
に
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
ル
こ
の
暗
い
悪
魔
の
工
場
の
な
か
に
建
て
ら
れ
た
か
。
「
こ
れ
ら
の
足
」
を
持
つ
巨
人
ア
ル
ビ
ヨ
ン
は
か
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
山
々
や
牧
場
を
歩
い
て
い
た
。
ブ
レ
イ
ク
に
と
っ
て
、
神
性
な
る
人
間
ア
ル
ビ
ヨ
ン
は
普
遍
的
人
間
の
代
表
で
あ
る
と
と
も
に
、
か
っ
て
は
イ
エ
ス
と
同
一
で
あ
っ
た
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ル
　
第
二
連
で
は
理
性
の
雲
に
お
お
わ
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
と
、
神
の
顔
の
輝
や
き
が
対
照
さ
れ
る
。
「
暗
い
悪
魔
の
工
場
」
は
産
業
革
命
の
イ
メ
ジ
な
の
だ
ろ
う
か
。
ハ
ロ
ル
ド
・
ブ
ル
ー
ム
は
こ
の
イ
メ
ジ
を
『
自
然
宗
教
は
存
在
し
な
い
』
（
第
二
集
、
一
七
八
八
年
）
の
「
限
定
さ
れ
る
も
の
は
そ
の
所
有
者
に
嫌
わ
れ
る
。
同
一
の
沈
滞
し
た
道
程
は
、
た
と
え
全
宇
宙
で
あ
ろ
う
と
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ル
や
が
て
錯
綜
せ
る
車
輪
を
と
り
つ
け
た
水
車
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
ル
『
ミ
ル
ト
ン
』
で
は
サ
タ
ン
の
水
車
は
創
造
を
押
し
つ
ぶ
し
、
生
成
の
世
界
を
ア
ル
ロ
の
抽
象
物
に
変
化
さ
せ
る
悪
し
き
も
の
と
一144一
し
て
あ
る
。
従
っ
て
、
先
に
引
用
し
た
四
つ
の
疑
問
文
は
決
し
て
修
辞
疑
問
で
は
な
い
。
ブ
レ
イ
ク
は
か
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ル
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
が
建
て
ら
れ
た
と
信
じ
て
い
る
。
し
か
し
サ
タ
ン
の
水
車
は
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
が
存
在
し
た
は
ず
が
な
い
と
考
え
、
唱
そ
の
証
拠
を
提
供
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。
　
サ
タ
ン
の
こ
の
挑
戦
に
対
し
て
、
ブ
レ
イ
ク
は
こ
う
述
べ
る
。
ブレイクの『ミルトン』における「詩人の歌」（松島）
輝
け
る
黄
金
の
弓
を
持
っ
て
こ
い
。
欲
望
の
矢
を
持
っ
て
こ
い
。
槍
を
持
っ
て
こ
い
。
お
お
、
雲
よ
、
炎
の
戦
吏
・
を
持
っ
て
こ
い
。
開
け
。
私
は
こ
の
精
神
の
戦
い
を
止
め
は
し
な
い
そ
。
」
私
は
剣
を
手
の
中
に
眠
ら
せ
は
し
な
い
そ
。
°
緑
な
す
心
楽
し
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
に
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
を
建
立
す
る
ま
で
は
。
「
黄
金
の
矢
」
は
創
造
的
な
も
の
で
、
ユ
リ
ゼ
ン
の
あ
の
黒
い
矢
（
『
ア
ハ
ニ
ア
の
書
』
）
と
は
対
照
的
な
も
の
で
あ
る
。
ブ
レ
イ
ク
は
「
欲
望
の
矢
」
「
槍
」
、
ミ
ル
ト
ン
的
な
「
炎
の
戦
車
」
な
ど
を
自
己
の
積
極
的
な
道
具
と
し
て
、
永
遠
の
都
市
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
一145一
ブレイクの『ミルトン』における「詩人の歌」（松島）
の
建
設
の
た
め
に
戦
う
の
で
あ
る
。
彼
の
戦
う
相
手
は
兵
舎
、
法
廷
、
大
学
な
ど
の
諸
制
度
の
な
か
に
い
る
。
い
や
、
彼
に
と
っ
て
は
制
度
そ
の
も
の
が
敵
な
の
で
あ
る
。
制
度
は
彼
を
抑
圧
し
、
囲
い
込
も
う
と
す
る
が
、
ブ
レ
イ
ク
は
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
「
緑
な
す
心
楽
し
い
」
大
地
と
し
、
永
遠
の
都
立
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
を
建
立
す
る
ま
で
戦
い
続
け
る
の
で
あ
る
。
　
詩
人
で
あ
り
予
言
者
で
あ
る
と
い
う
ミ
ル
ト
ン
的
な
役
割
を
果
さ
ん
が
た
め
に
、
ブ
レ
イ
ク
は
「
序
」
の
最
後
に
『
民
数
記
』
（
Z
賃
ヨ
9
3
臥
9
°
N
Φ
く
゜
）
か
ら
「
主
の
民
が
み
な
預
言
者
と
な
る
こ
と
は
願
わ
し
い
こ
と
だ
」
（
．
．
≦
。
巳
α
8
0
。
α
島
舞
9
一
＝
冨
い
。
a
．
ω
唱
8
豆
Φ
≦
。
お
評
。
9
①
け
ω
゜
．
．
）
を
引
用
す
る
。
こ
の
言
葉
は
ヨ
シ
ュ
ア
に
対
す
る
モ
ー
セ
の
叫
び
で
あ
る
が
、
『
ミ
ル
ト
ン
』
で
は
モ
ー
セ
は
ブ
レ
イ
ク
の
分
身
パ
ラ
マ
ブ
ロ
ン
と
し
て
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（2）
『
ミ
ル
ト
ン
』
で
の
物
語
を
大
き
く
分
け
る
と
、
四
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
O
詩
人
の
歌
。
⇔
ミ
ル
ト
ン
の
自
己
更
新
の
旅
。
⇔
オ
ロ
ロ
ン
（
1
1
、
ミ
ル
ト
ン
の
流
出
）
の
ミ
ル
ト
ン
を
捜
す
旅
。
⑳
ロ
ス
の
仕
事
の
描
写
。
「
詩
人
の
歌
」
は
連
続
し
た
出
来
事
を
述
べ
る
と
い
う
よ
り
も
、
サ
タ
ン
の
堕
落
の
物
語
を
ブ
レ
イ
ク
は
自
己
の
ヘ
イ
リ
と
の
経
験
に
引
き
つ
け
て
語
る
。
サ
タ
ン
は
ユ
リ
ゼ
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
サ
タ
ン
は
ブ
レ
イ
ク
の
フ
ェ
ル
パ
ム
時
代
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
ヘ
イ
リ
と
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
。
ブ
レ
イ
ク
と
ヘ
イ
リ
の
関
係
は
「
サ
タ
ン
駆
パ
ラ
マ
ブ
ロ
ン
神
話
」
と
い
わ
れ
る
も
の
と
な
り
、
サ
タ
ン
と
パ
ラ
マ
ブ
ロ
ン
の
口
論
の
話
が
語
ら
れ
る
。
パ
ラ
マ
ブ
ロ
ン
は
ブ
レ
イ
ク
そ
の
人
で
あ
り
、
ブ
レ
イ
ク
と
ヘ
イ
リ
の
関
係
は
、
芸
術
家
と
彼
と
抑
圧
す
る
者
と
の
関
係
で
あ
る
。
ヘ
イ
リ
は
ブ
レ
イ
ク
に
と
っ
て
「
物
質
的
な
友
人
は
精
神
の
敵
で
あ
る
」
（
四
・
二
六
）
、
ま
た
「
パ
ラ
マ
ブ
ロ
ン
は
サ
タ
ン
の
敵
で
あ
っ
た
」
（
七
・
三
八
～
九
）
。
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『
ミ
ル
ト
ン
』
は
叙
事
詩
の
伝
統
に
従
っ
て
、
ビ
ュ
ー
ラ
の
娘
た
ち
、
　
　
　
　
イ
ン
ポ
ク
ニ
イ
シ
ヨ
ン
詩
神
へ
の
祈
願
で
幕
を
開
く
。
ブレイクのrミルトン』における「詩人の歌」（松島）
ピ
ュ
ー
ラ
の
娘
た
ち
よ
！
　
詩
人
の
歌
に
息
を
吹
き
込
む
ミ
ュ
ー
ズ
た
ち
よ
、
様
々
な
美
の
柔
ら
か
い
性
的
妄
想
を
も
っ
て
、
恐
怖
と
穏
や
か
な
月
の
光
の
輝
く
汝
ら
の
国
々
を
往
く
不
滅
の
ミ
ル
ト
ン
の
旅
を
記
録
せ
よ
、
放
浪
者
を
楽
ま
せ
、
そ
の
燃
え
る
渇
き
と
氷
る
餓
え
を
鎮
め
る
た
め
に
！
　
我
が
手
の
中
に
来
れ
、
汝
ら
の
穏
や
か
な
力
に
よ
っ
て
わ
が
頭
脳
の
門
か
ら
出
て
わ
が
右
腕
の
神
経
を
降
っ
て
。
そ
の
門
の
所
で
汝
ら
の
奉
仕
に
よ
っ
て
永
遠
の
偉
大
な
神
性
な
人
が
そ
の
庭
を
拓
き
、
そ
の
な
か
で
死
者
の
幻
霊
を
し
て
彼
自
身
の
姿
に
似
せ
た
美
し
い
形
を
と
ら
せ
た
。
汝
の
影
の
土
地
の
下
で
生
成
し
た
虚
偽
の
舌
に
つ
い
て
そ
の
犠
牲
と
棒
げ
物
と
に
つ
い
て
も
語
れ
。
目
に
見
え
ぬ
神
の
姿
で
あ
る
イ
エ
ス
が
、
ア
ル
ビ
ヨ
ン
の
諸
天
に
お
い
て
、
彼
の
流
出
ジ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
門
前
で
ビ
ュ
ー
ラ
の
下
の
諸
天
に
お
い
て
、
永
遠
の
死
の
た
め
の
餌
食
と
な
り
、
呪
咀
と
な
り
、
棒
げ
物
と
な
り
、
償
い
と
な
っ
た
と
き
ま
で
。
一
（
二
・
一
～
一
五
）
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ブレイクのrミルトン』における「詩人の歌」（松島）
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ
ド
　
語
り
手
で
あ
る
詩
人
は
現
在
が
錯
誤
の
な
か
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
ビ
ュ
ー
ラ
と
は
ア
ル
ロ
と
呼
ぼ
れ
る
物
質
の
世
界
（
つ
ま
り
現
実
界
）
と
永
遠
界
の
中
間
に
あ
る
。
ま
た
、
ブ
レ
イ
ク
の
体
系
で
は
、
ビ
ュ
ー
ラ
は
意
識
の
四
態
の
な
か
で
第
三
態
で
あ
る
。
こ
こ
ビ
ュ
ー
ラ
は
錯
誤
の
影
の
な
か
に
あ
る
が
、
永
遠
界
の
薄
明
が
及
ん
で
い
る
所
で
も
あ
る
。
『
ミ
ル
ト
ン
』
第
二
巻
の
冒
頭
で
ビ
ュ
ー
ラ
は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
対
立
が
等
し
く
正
し
い
場
所
が
あ
る
。
こ
の
場
所
は
ビ
ュ
ー
ラ
と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
心
地
よ
く
美
し
い
影
で
そ
こ
で
は
口
論
は
生
じ
な
い
、
眠
れ
る
人
々
の
ゆ
え
に
。
（
三
〇
・
一
～
三
）
　
、
ミ
ル
ト
ン
は
柔
ら
か
い
性
的
妄
想
に
打
ち
勝
ち
、
ピ
ュ
ー
ラ
を
通
っ
て
生
成
界
を
通
り
抜
け
る
。
ブ
レ
イ
ク
は
ミ
ュ
ー
ズ
に
彼
自
身
の
頭
脳
の
門
か
ら
、
創
造
的
な
右
腕
の
神
経
を
降
っ
て
、
手
の
中
に
来
る
よ
う
に
と
祈
願
す
る
。
ブ
レ
イ
ク
の
象
徴
体
系
で
は
、
右
が
霊
方
、
左
が
凶
方
で
あ
る
こ
と
は
記
憶
し
て
お
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
頭
脳
の
門
の
と
こ
ろ
に
、
詩
人
の
「
庭
」
が
拓
か
れ
た
が
、
ビ
ュ
ー
ラ
の
娘
た
ち
は
そ
の
建
設
を
助
け
て
く
れ
た
。
「
虚
偽
の
舌
」
の
出
典
は
「
主
よ
、
偽
り
の
く
ち
び
る
か
ら
、
欺
き
の
舌
か
ら
、
わ
た
し
を
助
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
欺
き
の
舌
よ
、
お
ま
え
に
何
が
与
え
ら
れ
、
何
が
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
す
ら
お
の
鋭
い
矢
と
、
え
に
し
だ
の
熱
い
炭
と
で
あ
る
」
（
『
詩
篇
』
第
一
二
〇
篇
二
～
四
）
で
あ
る
が
、
「
虚
偽
の
舌
」
と
は
真
理
の
現
世
的
誤
解
を
示
す
。
ブ
ル
ー
ム
は
堕
落
し
た
サ
ー
マ
ス
を
指
す
と
述
べ
て
い
る
。
　
プ
レ
イ
ク
は
続
け
て
詩
神
た
ち
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
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第
一
に
言
え
！
　
何
が
ミ
ル
ト
ン
を
動
か
し
た
の
か
。
摂
理
の
入
り
組
ん
だ
迷
路
を
思
案
し
な
が
ら
、
永
遠
界
を
百
年
問
歩
い
た
彼
を
。
天
界
に
い
る
が
不
幸
わ
せ
で
1
彼
は
服
従
し
、
つ
ぶ
や
か
ず
、
苦
脳
し
な
が
ら
深
淵
に
撤
き
散
ら
さ
れ
た
彼
の
六
重
の
流
出
を
見
な
が
ら
黙
っ
て
い
た
ー
彼
女
を
救
い
、
自
ら
は
滅
び
る
た
め
に
深
淵
の
中
に
入
っ
て
い
く
。
（
二
・
　
一
六
～
二
〇
）
ブレイクのrミルトン』における「詩人の歌」（松島）
　
ジ
ョ
ン
．
、
ミ
ル
ト
ン
が
死
ん
だ
の
は
一
六
七
四
年
で
あ
る
が
、
ブ
レ
イ
ク
は
そ
の
百
年
後
、
ミ
ル
ト
ン
の
伝
統
の
な
か
で
詩
を
書
き
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
ミ
ル
ト
ン
は
『
失
楽
園
』
で
永
遠
界
を
視
覚
化
し
て
描
い
て
い
る
が
、
ブ
レ
イ
ク
か
ら
み
る
と
ミ
ル
ト
ン
は
不
平
は
こ
ぼ
さ
な
い
が
、
天
界
で
不
幸
わ
せ
に
み
え
る
。
彼
の
見
る
「
六
重
の
流
出
」
と
は
ミ
ル
ト
ン
の
三
人
の
妻
と
三
人
の
娘
で
あ
り
、
彼
は
彼
女
ら
を
置
き
去
り
に
し
て
き
た
の
だ
。
ど
ん
な
大
義
が
つ
い
に
ミ
ル
ト
ン
を
こ
の
前
例
の
な
い
行
為
詩
人
の
預
言
の
歌
へ
と
動
か
し
た
の
か
。
永
遠
の
食
卓
に
む
か
っ
て
ア
ル
ビ
ヨ
ン
の
息
子
た
ち
の
間
で
恐
れ
つ
つ
、
厳
か
で
高
ら
か
な
合
唱
で
叫
び
出
し
た
。
す
べ
て
の
者
は
坐
っ
て
こ
の
畏
う
し
き
人
を
謹
聴
し
た
。
（
二
・
一
二
～
二
四
）
『
ミ
ル
ト
ン
』
で
試
み
ら
れ
て
い
る
の
は
破
棄
さ
れ
た
『
四
ゾ
ア
』
の
再
考
と
考
え
れ
ぽ
、
『
四
ゾ
ア
』
を
読
了
し
た
読
者
に
は
、
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ブレイクのrミルトン』における「詩人の歌」（松島）
「
詩
人
の
歌
」
も
難
解
に
は
み
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
や
は
り
「
詩
人
の
歌
」
は
難
解
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
ブ
レ
イ
ク
が
「
詩
人
の
歌
」
を
ど
う
い
う
順
序
に
す
べ
き
か
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
　
ブ
レ
イ
ク
の
本
来
の
意
向
は
叙
事
詩
の
伝
統
の
な
か
で
『
ミ
ル
ト
ン
』
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
わ
が
言
葉
を
よ
く
聞
け
！
　
そ
れ
ら
は
汝
の
永
遠
の
救
い
に
つ
い
て
の
言
葉
ゆ
え
に
」
と
い
う
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
宣
言
は
叙
事
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
詩
人
の
歌
」
の
長
い
叙
述
の
結
び
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
…
…
わ
れ
は
霊
感
を
負
う
て
い
る
！
　
わ
れ
は
そ
れ
の
真
な
る
を
知
る
ー
．
わ
れ
は
全
て
を
護
る
永
遠
の
神
性
な
る
人
詩
霊
の
霊
感
に
従
っ
て
歌
う
ゆ
え
に
。
彼
に
対
し
て
永
久
に
栄
光
と
力
と
支
配
を
。
ア
ー
メ
ン
。
（
＝
二
・
五
一
～
一
四
・
三
）
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詩
人
と
は
霊
感
を
負
っ
た
存
在
で
あ
る
。
ブ
レ
イ
ク
に
よ
れ
ぽ
、
「
詩
霊
は
真
の
人
で
あ
る
」
（
『
す
べ
て
の
宗
教
は
一
つ
で
あ
る
』
）
。
詩
霊
と
は
全
存
在
の
根
本
原
理
、
す
な
わ
ち
神
で
あ
り
、
「
予
言
の
霊
」
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
　
ル
「
詩
人
の
歌
」
で
は
す
で
に
前
期
予
言
書
の
一
つ
『
ユ
リ
ゼ
ン
の
書
』
や
、
『
四
ゾ
ア
』
で
語
ら
れ
た
堕
落
の
物
語
、
ユ
リ
ゼ
ン
の
苦
悩
、
ロ
ス
の
労
働
、
ゴ
ル
ゴ
ヌ
ー
ザ
の
建
設
、
サ
タ
ン
の
誕
生
な
ど
が
要
約
さ
れ
て
語
ら
れ
る
。
ロ
ス
は
一
族
を
増
殖
さ
ぜ
て
い
き
、
リ
ン
ト
ラ
、
パ
ラ
マ
ブ
ロ
ン
、
セ
ォ
ト
モ
ン
、
プ
ロ
ミ
オ
ン
の
子
ど
も
た
ち
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
一
族
は
三
つ
の
階
級
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
階
級
は
ロ
ス
の
ハ
ン
マ
：
で
創
造
さ
れ
、
エ
ニ
サ
ー
モ
ン
の
織
機
で
肉
体
の
形
に
織
ら
れ
る
。
ブレイクのrミルトン』における「詩人の歌」（松島）
三
つ
の
階
級
と
は
「
世
界
の
建
設
以
前
か
ら
の
選
民
」
（
］
り
げ
O
　
団
μ
O
O
け
）
、
「
贋
わ
れ
た
者
」
（
↓
冨
国
。
α
8
ヨ
。
α
）
、
「
罪
人
、
母
の
子
宮
か
ら
破
壊
へ
と
形
成
さ
れ
た
者
」
（
↓
ゴ
o
幻
⑦
鴇
9
舞
o
）
に
分
か
れ
る
（
七
・
二
～
四
）
。
サ
タ
ン
の
階
級
は
「
選
民
」
、
リ
ン
ト
ラ
の
人
々
は
「
罪
人
」
、
パ
ラ
マ
ブ
ロ
ン
は
「
贋
わ
れ
た
者
」
と
呼
ぼ
れ
る
（
一
一
・
二
一
～
二
二
）
。
ブ
レ
イ
ク
は
「
賠
わ
れ
た
者
」
と
「
罪
人
」
を
二
つ
の
対
照
物
（
8
昌
q
巴
Φ
ω
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
　
こ
れ
は
『
天
国
と
地
獄
の
結
婚
』
に
お
け
る
「
多
産
的
」
（け
ｰ
O
　
傷
O
〈
O
覚
へ
O
『
）
と
「
消
費
的
」
（
爵
。
q
。
〈
。
霞
輿
）
と
の
分
類
に
似
て
い
る
。
　
ブ
レ
イ
ク
は
旧
来
の
分
類
を
逆
転
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ミ
ル
ト
ン
『
失
楽
園
』
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
と
サ
ム
ソ
ン
は
「
選
民
」
、
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
は
「
賠
わ
れ
た
者
」
、
サ
タ
ン
と
ダ
リ
ラ
は
「
罪
人
」
の
代
表
で
あ
っ
た
が
、
『
天
国
と
地
獄
の
結
婚
』
に
お
い
て
「
悪
魔
」
と
「
天
使
」
を
逆
転
さ
せ
た
よ
う
に
「
罪
人
」
を
真
の
天
才
、
つ
ま
り
詩
人
・
予
言
者
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
る
。
　
巻
頭
か
ら
第
十
三
図
ま
で
の
「
詩
人
の
歌
」
で
六
千
年
に
わ
た
る
人
間
の
歴
史
が
詩
霊
の
霊
感
（
］
り
ず
O
　
団
O
①
け
幽
O
　
〔
甲
Φ
P
一
偉
ω
）
に
ょ
っ
て
語
ら
れ
、
こ
の
歌
が
終
わ
る
と
ミ
ル
ト
ン
が
登
場
し
、
『
ミ
ル
ト
ン
』
の
本
筋
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
（
英
米
文
学
科
　
教
授
）
一151一
